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変化していくO 結晶の成長過程と臥 /過飽和度 (非平衡度 )の解消過程であり,出来るだけ遠●
く,結晶はそれを解消する様に形態を決めていると思われる｡ 形態的に3次元的であるよりも,
1次元的である方が,結晶化速度が速いであろうという直感と, dendrite.がより成長速度が速
く,結晶化量が大きいという事実は,対応が感じられる｡
(4) tip･splitting
図4に,tip-splittingの概略図と,その間
隔人と過飽和度 Oとの関係を示すoNH4Cl
dendrite.の場合, 過飽和度が小さいところ
では,<100>方向に成長するが,ある過
飽和度以上になるとく110>方向の横枝が
成長し始め,<100>方向と<110>方向
でlimit-cycleを行なう｡横枝が出るとい
うことは,表面張力を打ち破った(不安定
0.40 O-
図 4
0.A 5
が生じた)ことであるが,NH4Cl結晶の
成長方向を考慮すると,表面張力にはγ<1｡｡>,γ<11｡>,γ<11>の3種類がある為,過飽和度を
大きくしていくと,<100>方向より成長速度の速い<110>方向に成長が転移することは予
想され得る｡
<100>方向と<110>方向の間で,成長方向が交番して,ある種の limit･cycleを行なって
いるとき,さらに過飽和度を大きくすると,この過程が蛇行しながら生じる｡ このことは,も
う1つの周波数が現われたと考えられ, chaosとの対応で興味深い｡さらに,過飽和度を大き
くすると,当然,<110>方向に成長するdendriteになる｡
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